
第 26 回 大分県民芸術文化祭参加行事 

第 26回  横光利一俳句大会      
～入賞作品集～ 

 

 

 

 

 

 
 

表彰式：令和６年 1２月７日（土）14:00～15:30 

宇佐市民図書館 視聴覚ホール 

 
主催／宇佐市・宇佐市教育委員会・豊の国宇佐市塾 

後援／大分県・大分県民芸術文化祭実行委員会・NHK大分放送局 

OBS大分放送・TOSテレビ大分・OAB大分朝日放送 

 

「夏の花一つもあらず雷來る／横光」 （宇佐市所蔵・三和文庫） 

 

 

 

           （写真入れる） 



ご 

あ 

い 

さ 

つ 

 
横
光
利
一
生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
横
光
利
一
俳
句
大
会
」
も
今
回
で
26
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

さ
て
、
今
年
の
応
募
総
数
は
５
２
０
０
句
で
、
一
般
の
部
が
１
５
７
１
句
、
中
学
生
以
下
の
部
が
３
６
２
９
句
で
し
た
。 

応
募
人
数
は
１
９
３
２
人
で
、
一
般
応
募
が
３
６
１
人
、
中
学
生
以
下
が
１
５
７
１
人
で
し
た
。 

団
体
応
募
は
県
内
外
の
小
・
中
・
高
等
学
校
計
41
校
か
ら
３
９
８
８
句
に
及
ぶ
作
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

全
国
各
地
か
ら
応
募
し
て
く
だ
さ
る
み
な
さ
ん
、
学
校
単
位
や
ク
ラ
ス
単
位
で
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
る
児
童
・
生
徒
の
み

な
さ
ん
、
指
導
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
の
ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

入
賞
句
の
選
考
に
つ
き
ま
し
て
は
、
例
年
同
様
、
写
真
家
の
浅
井
愼
平
先
生
と
俳
人
の
野
中
亮
介
先
生
に
お
願
い
を
い
た

し
ま
し
た
。
両
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
忙
し
い
中
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
応
募
作
の
選
考
を
し
て
く
だ
さ
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
 

終
わ
り
に
、
入
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ま
の
ご
多
幸
と
、
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
本

大
会
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

令
和
６
年
12
月
７
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

宇
佐
市
長 

是
永 

修
治 
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第
二
十
六
回 

「
横
光
利
一
俳
句
大
会
」
表
彰
式 

 
式 
次 

第 

 

一
、
開
会 

一
、
主
催
者
あ
い
さ
つ 

一
、
表
彰
状
授
与
（
特
選
・
秀
作
） 

一
、
受
賞
の
こ
と
ば
（
入
賞
者
代
表
） 

一
、
講
評 

野
中
亮
介
氏
（
選
者
） 

一
、
閉
会 

※
閉
会
後
、
記
念
写
真
撮
影 
横 光 利 一 Riichi Yokomitsu （1898～1947） 

 宇佐出身の父・横光梅次郎と伊賀（現・三重県伊賀市）出身の母・こぎくとのあいだに、

父の仕事先であった福島県で生まれた（利一の本籍は生涯宇佐にあった）。 

 菊池寛に認められ、川端康成を紹介されて親友となる。新感覚派文学のリーダーとして、

昭和初期からめざましい活躍をし、昭和十年代には「文学の神様」と称された。 

代表作に「日輪」、「上海」、「機械」などがある。また、半生をかけて書き続けた未完の

大作「旅愁」の後半に主人公が故郷の九州を訪ねる場面があり、そこには宇佐の自然や人々

とのふれあいが描かれている。 

 友人・知人に俳人が多く、自らも熱心に句作をし、小説の中にも盛り込んだ。また、句

会「十日会」を主宰し、俳人の水原秋桜子や石田波郷らが参加したほか、門人の石塚友二

や清水基吉は、小説家のかたわら俳人としても活躍した。 

 １９９８年に生誕百年を迎え、伊賀市（三重）、世田谷区（東京）、宇佐市、鶴岡市（山

形）など、全国のゆかりの地であいついで記念事業が行われ、以来、各地の交流が続けら

れている。「横光利一俳句大会」も、宇佐市の生誕百年記念事業の一環として始められ、

生誕１２０年目にあたる 2018年の表彰式は、「国民文化祭おおいた 2018」の分野別事

業として、規模を拡大して実施。昨年度、25回目の節目を迎えた。 

■選者■ 

浅井愼平氏 昭和 12 年、愛知県生まれ。写真家・俳人。句集に『二十世紀最終汽笛』、

『あれから何処へ』などがある。平成 27年、西東三鬼賞（最優秀）受賞。 

野中亮介氏 昭和 33 年、福岡県生まれ。俳人。俳人協会理事。俳誌『花鶏』（あとり）主

宰。令和 3年、句集『つむぎうた』で第 60回俳人協会賞受賞。 
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第
二
十
六
回 

横
光
利
一
俳
句
大
会 

入
賞
作
品 

 

【
一
般
の
部
・
特
選
】 

十
句 

 

横
光
利
一
俳
句
賞 

 
 

暗
く
な
る
前
よ
り
点
す
夜
店
の
灯 

 
 

安
倍
日
出 

宇
佐
市 

大
分
県
知
事
賞 

 
 

青
田
よ
り
青
田
の
中
の
父
を
呼
ぶ 

 
 

高
野
ち
か
子 

大
分
市 

宇
佐
市
長
賞  

 
 

胸
の
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
は
づ
せ
ば
夏
が
来
る 

 

天
田
泉
美 

宇
佐
市 

宇
佐
市
議
会
議
長
賞  

 
夏
蜜
柑
雨
を
明
る
く
過
ご
し
け
り 

 
 

井
手
久
美
子 

北
九
州
市 

宇
佐
市
教
育
長
賞 

 
 

サ
イ
レ
ン
の
空
の
重
た
き
終
戦
日 

 
 

押
谷 

隆 

別
府
市 

大
分
県
北
部
振
興
局
長
賞 

 

終
戦
日
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
に
並
ぶ
０ 

 
 

金
澤
諒
和 

大
分
市 

宇
佐
市
民
図
書
館
協
議
会
長
賞 

レ
モ
ン
テ
ー
歪
み
ガ
ラ
ス
の
街
極
暑 

 

勝
浦
龍
三 

大
分
市 

豊
の
国
宇
佐
市
塾
賞  

 

花
の
雲
旅
に
一
人
と
一
行
と  

 
 

阿
部
正
調 

大
分
市 

浅
井
愼
平
選
者
賞 

 
 

夏
惜
し
む
ボ
ブ
・
マ
ー
リ
ー
の
柄
の
シ
ャ
ツ 

藤
本
か
お
り 

京
都
府 

野
中
亮
介
選
者
賞 

 
 

母
代
は
り
に
結
ぶ
手
と
手
や
秋
祭 

 
 

天
野
眞
由
美 

福
岡
市 
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【
中
学
生
以
下
の
部
・
特
選
】 

十
句 

 

横
光
利
一
俳
句
賞 

 
  

太
陽
で
か
が
や
い
て
い
る
学
校
の
プ
ー
ル 

井
上
木
乃

こ

の

香 か 

長
峰
小
学
校
五
年 

大
分
県
知
事
賞  

 
  

原
爆
が
落
ち
た
日
よ
り
暑
い
日
な
し  

鈴
木
虎
太
郎 

安
心
院
中
学
校
二
年 

宇
佐
市
長
賞 

 
 

  

原
ば
く
忌
ハ
ン
カ
チ
に
つ
く
汗
の
あ
と 

冨
田
七
海 

大
在
小
学
校
六
年
（
大
分
市
） 

宇
佐
市
議
会
議
長
賞 

 
  

終
戦
日
家
族
み
ん
な
の
声
が
す
る 

 

渡
辺
愛 ま

菜 な 

大
在
小
学
校
六
年
（
大
分
市
） 

宇
佐
市
教
育
長
賞 

 
  

金
平
糖
空
に
浮
か
べ
て
天
の
川 

 

亀
井
佑
奈

ゆ

な 

駅
川
中
学
校
三
年 

大
分
県
北
部
振
興
局
長
賞 
 

か
げ
ぼ
う
し
お
ど
り
の
わ
の
外
さ
み
し
そ
う 

上
原
向
日
葵

ひ

ま

り 

長
峰
小
学
校
四
年 

宇
佐
市
民
図
書
館
協
議
会
長
賞   

夏
祭
り
あ
の
子
も
見
て
る
こ
の
花
火  

広
瀬
遥 は

る

翔 と 

北
部
中
学
校
三
年 

豊
の
国
宇
佐
市
塾
賞 

 
  

入
道
雲
何
色
の
蜜
か
け
よ
う
か 

 

清
末
華
乃
子 

長
洲
中
学
校
二
年 

浅
井
愼
平
選
者
賞 

 
  

風
鈴
を
つ
け
た
ら
風
が
見
え
て
き
た  

吉
満 

晃 こ
う 

祖
峰
小
学
校
三
年 

野
中
亮
介
選
者
賞 

 
 

ゆ
き
だ
る
ま
何
度
作
っ
て
も
消
え
て
い
く 

井
上
蒼
音

そ

ら

と 

朝
日
中
学
校
三
年
（
別
府
市
） 
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【
一
般
の
部
・
秀
作
】
四
十
八
句 

 

晩
夏
光
貨
物
列
車
の
長
き
こ
と 

 

上
尾
ヤ
ス
子 

大
分
市 

月
光
や
い
つ
も
の
街
の
別
の
貌 

 

石
井
明
美 

 

津
久
見
市 

ス
ト
ー
ブ
の
薬
缶
こ
と
こ
と
理
髪
店 

糸
永
悦
子 

 

別
府
市 

恐
い
物
見
た
さ
増
さ
り
て
青
大
将 

井
上
寿
子 

 

直
方
市 

下
校
後
は
代
掻
き
鋤
に
乗
る
役
目 
岩
城
恵
美
子 

八
代
市 

膝
つ
い
て
滴
り
受
く
る
使
徒
の
ご
と 

岩
波
千
代
美 

大
分
市 

膝
つ
け
ば
祈
る
か
た
ち
や
胡
麻
叩
く 

植
田
桂
子 

 
高
松
市 

麦
笛
や
母
の
通
ひ
し
小
学
校 

 

延
寿
寺
富
美 

北
九
州
市 

大
釜
に
牛
の
餌
を
炊
く
十
三
夜 

 

大
北
広
海 

 

東
大
阪
市 

糠
袋
干
さ
れ
て
を
り
ぬ
終
戦
日 

 

岡 

汀
子 

 

三
木
町
（
香
川
） 

秋
時
雨
わ
す
れ
た
き
も
の
み
な
ぬ
れ
て 

岡
野
百
々 

 

大
分
市 

  

山
頭
火
放
浪
の
地
の
秋
茗
荷 

 

沖
石
讃
岐 

 

川
崎
市 

水
琴
窟
飽
か
ず
聴
き
ゐ
る
日
永
か
な 

貝
田
ひ
で
を 

大
阪
市 

ミ
サ
イ
ル
の
飛
ん
で
来
ぬ
空
星
光
る 

勝
浦
弘
子 

 

大
分
市 

朝
顔
や
牛
乳
瓶
の
か
つ
し
や
か
し
や 

金
富
真
帆
呂 

大
分
市 

語
れ
な
い
あ
れ
こ
れ
納
め
未
草 

 

貴
田
雄
介 

 

熊
本
市 

盆
踊
の
櫓
上
が
れ
ば
母
の
こ
と 

 

楠
本
シ
ヲ
リ 

西
海
市 

か
り
が
ね
や
添
ひ
寝
の
赤
子
引
き
寄
す
る 

桑
野
英
子 

 

福
岡
市 

鬼
胡
桃
鬼
の
礫
の
求
菩
提
山 

 

香
野
文
男 

 

北
九
州
市 

若
き
日
は
道
場
通
ひ
西
瓜
割
る 

 

古
賀
一
崇 

 

大
津
市 

梅
雨
の
闇
秘
仏
の
燭
の
ま
た
た
け
り 

小
坂
優
美
子 

射
水
市 

貝
紅
を
彩
る
蒔
絵
松
の
内 

 

小
室
け
い
子 

村
山
市 
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ぽ
き
ぽ
き
と
首
に
骨
鳴
る
残
暑
か
な 

是
澤
勝
行 

 

津
久
見
市 

春
泥
の
靴
そ
の
ま
ま
に
号
泣
す 

 

税
田
百
余 

 

大
牟
田
市 

蜻
蛉
や
石
に
影
お
く
石
の
貌 

 

佐
藤
佳
津 

 

津
久
見
市 

鉄
棒
の
苦
手
な
兄
や
敗
戦
忌 

 

佐
藤
奈
都
子 

高
松
市 

稲
刈
り
し
ち
く
ち
く
風
呂
に
鎮
め
け
り 

重
岡
と
み
子 

芦
屋
町(

福
岡) 

ロ
ザ
リ
オ
の
炒
ら
れ
る
如
き
酷
暑
来
る 

高
柳
和
弘 

 

大
分
市 

カ
ク
テ
ル
は
海
の
色
な
り
遠
花
火 
利
國
春
美 

 

高
松
市 

み
す
ゞ
忌
や
祖
母
の
好
み
し
木
綿
縞 

富
尾
和
惠 

 

大
分
市 

八
月
の
虚
空
を
見
遣
る
軍
馬
像 

 

友
成
聖
子 

 
北
九
州
市 

攻
め
焚
き
の
火
柱
立
つ
や
冬
銀
河 

鳴
海
ふ
く
江 

武
豊
町
（
愛
知
） 

夜
を
籠
め
て
出
撃
な
れ
や
秋
螢 

 

西
村
敏
彦 

 

久
留
米
市 

書
き
直
す
言
葉
選
ぶ
や
遠
花
火 

 

花
田
睦
生 

 

北
九
州
市 

一
歩
出
て
溜
息
深
き
炎
天
下 

 

久
田
浩
一
郎 

長
崎
市 

教
室
の
金
魚
係
は
と
り
合
ひ
に 

 

平
田
は
つ
み 

杵
築
市 

か
な
か
な
を
浴
び
た
ま
し
ひ
の
透
く
如
し 

藤
﨑
由
希
子 

宗
像
市 

か
り
が
ね
や
湖
西
に
下
る
手
漕
き
船 

藤
原
弘
美 

 

北
九
州
市 

い
れ
か
は
る
紙
幣
の
顔
や
麦
の
秋 

渕
野
陽
鳥 

 

大
分
市 

た
が
ひ
の
嘘
た
が
ひ
に
知
り
て
葛
の
花 

松
岡
由
美 

 

添
田
町
（
福
岡
） 

熱
風
や
地
獄
の
門
の
開
く
音 

 

光
安
弘
子 

 

粕
屋
町
（
福
岡
） 

サ
ン
グ
ラ
ス
心
臆
す
る
日
な
り
け
り 

緑
川
啓
子 

 

宇
都
宮
市 

出
不
精
と
言
は
れ
て
春
宵
を
不
在 

睦
ほ
た
る
こ 

大
分
市 

そ
よ
風
の
や
う
な
嘘
な
り
女
郎
花 

村
越 

縁 
 

広
島
市 

箱
庭
に
波
音
も
な
き
白
き
砂 

 

矢
幡
秀
子 

 

筑
紫
野
市 

枝
折
戸
の
開
き
し
ま
ま
や
銀
河
濃
し 

吉
原
多
佳
子 

岡
山
市 

病
院
の
児
の
泣
き
声
も
大
暑
か
な 

吉
本
栄
子 

 

津
久
見
市 

萵
苣
包
む
半
透
明
の
淡
き
青 

 

米
満
幹
子 

 

鹿
屋
市 
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【
中
学
生
以
下
の
部
（
小
学
生
以
下
）・
秀
作
】
二
十
四
句 

 

な
つ
や
す
み
え
が
お
ま
ん
た
ん
い
い
お
う
ち 

池
田
望 の

愛 あ 

柳
ヶ
浦
小
三
年 

あ
さ
が
お
は
い
ろ
ん
な
色
で
わ
ら
っ
て
る 

池
邉
海 か

い

翔 と 

野
津
原
小
五
年
（
大
分
市
） 

鉄
ぼ
う
に
ぶ
ら
下
が
る
だ
け
一
年
生 

梅
木
琉
莉

る

り 

大
在
小
六
年
（
大
分
市
） 

外
に
出
て
猛
暑
に
気
づ
く
受
験
の
夏 
蛯
谷

え
び
た
に

竜
也 

明
星
小
六
年
（
別
府
市
） 

先
生
が
え
の
こ
ろ
草
と
じ
ゃ
れ
て
い
る 

太
田
美
結

み

ゆ 
大
在
小
六
年
（
大
分
市
） 

夏
休
み
セ
ミ
よ
り
う
る
さ
い
子
供
た
ち 

岡 お
か

方 が
た

恵 え

奈 な 

豊
川
小
六
年 

お
み
こ
し
で
た
く
さ
ん
あ
び
た
み
ず
し
ぶ
き 

岡
部
由
奈 

駅
館
小
二
年 

父
が
飲
む
カ
ン
ビ
ー
ル
さ
え
汗
を
か
く 

小
幡
音 ね

寧 ね 

柳
ヶ
浦
小
六
年 

せ
み
の
こ
え
お
は
か
に
み
ず
か
け
す
ず
し
そ
う 

鹿
嶋 

縫 ぬ
い 

封
戸
小
二
年 

た
け
の
こ
は
ぐ
ん
ぐ
ん
の
び
て
た
け
に
な
る 

梶
原
蒼
介 

八
幡
小
二
年 

熊
の
子
が
夜
に
か
が
や
く
春
の
空 

片
岡
正
臣 

豊
川
小
四
年 

暑
い
夏
汗
と
涙
の
特
攻
機 

亀
井
玲
奈

れ

な 

豊
川
小
五
年 

  

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ぼ
く
も
汗
か
き
お
う
え
ん
だ 

公 こ
う

原 ば
る

義 よ
り

翔 と 

豊
川
小
四
年 

が
ま
ん
し
て
め
ざ
め
た
と
き
は
春
だ
っ
た 

此
松
宗
純 

南
院
内
小
五
年 

佐
田
の
春
み
ん
な
で
見
上
げ
る
桜
の
木 

杉
谷
依
吹

い

ぶ

き 

佐
田
小
六
年 

あ
さ
が
お
が
わ
た
し
の
あ
た
ま
の
上
で
さ
く 

園
田
祥
子 

北
馬
城
小
一
年 

風
の
く
つ
走
れ
そ
う
だ
よ
稲
の
花 

千
葉
あ
お
ば 

野
寺
小
五
年
（
新
座
市
） 

秋
風
を
お
供
に
つ
れ
て
夕
暮
れ
は 

西
原
悠
世 

豊
川
小
五
年 

に
じ
色
の
魚
を
つ
っ
た
夏
休
み 

林 

叶 か
な

翔 と 

大
在
小
二
年
（
大
分
市
） 

ゆ
う
ぐ
れ
に
し
か
の
鳴
き
ご
え
す
き
と
お
る 

飛 ひ

河 か
わ 

雫 

木
立
小
六
年
（
佐
伯
市
） 

原
爆
忌
夜
空
に
星
が
消
え
て
ゆ
く 

姫
野
心 こ

こ

泉 み 

大
在
小
六
年
（
大
分
市
） 

ぐ
ん
ぐ
ん
と
ヒ
マ
ワ
リ
の
び
ろ
あ
の
空
へ 

松
下
実 み

朋 ほ 

駅
館
小
四
年 

笑
い
声
ひ
び
く
公
園
終
戦
日 

宮
﨑
胡 こ

翠 ず
え 

大
在
小
六
年
（
大
分
市
） 

雲
海
が
き
れ
い
に
見
え
た
阿
蘇
の
空 

米
持
嘉
乃 

甘
木
小
五
年
（
朝
倉
市
） 
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【
中
学
生
以
下
の
部
（
中
学
生
）
・
秀
作
】
二
十
四
句 

 

満
月
が
家
族
を
照
ら
す
帰
り
道 

井
上
直
喜 

今
津
中
三
年
（
中
津
市
） 

暑
す
ぎ
て
立
ち
入
り
禁
止
滑
り
台 

江
島
綾
音

あ

や

と 

朝
日
中
三
年
（
別
府
市
） 

涼
風
が
夏
の
終
り
を
気
づ
か
せ
た 
キ
ム
優 ゆ

夏 な 

駅
川
中
一
年 

暑
き
日
に
汗
と
涙
の
物
語 

古
賀
麻 ま

央 お 
大
分
中
三
年
（
大
分
市
） 

紫
陽
花
に
必
死
に
く
っ
つ
く
か
た
つ
む
り 

佐
々
木
絢
菜 

駅
川
中
二
年 

し
ん
と
す
る
雨
降
る
前
の
蝉
の
声 

清
水
友
理 

東
京
女
学
館
中
三
年
（
渋
谷
区
） 

帰
り
道
コ
ウ
モ
リ
た
く
さ
ん
飛
ん
で
い
る 

鈴
木
愛
加 

日
出
中
一
年
（
日
出
町
） 

県
総
体
す
べ
て
を
込
め
る
夏
の
日
に 

髙 た
か

久 く 

諒
ま
こ
と 

駅
川
中
三
年 

セ
ミ
の
歌
勉
強
中
の
応
援
歌 

髙
村
小
夏 

朝
日
中
三
年
（
別
府
市
） 

炎
天
下
う
っ
て
う
た
れ
た
水
鉄
砲 

田
島 

命
み
こ
と 

駅
川
中
三
年 

暑
い
朝
日
陰
で
休
む
お
じ
い
ち
ゃ
ん 

多
田
航
太 

今
津
中
一
年
（
中
津
市
） 

向
日
葵
は
太
陽
ま
で
の
道
し
る
べ 

時
枝
実
咲 

北
部
中
二
年 

  

前
歩
く
夕
焼
け
背
負
っ
た
影
を
踏
む 

 

中
西 

煌 き
ら 

駅
川
中
三
年 

弟
と
線
香
花
火
を
し
て
い
た
ら 

西 

晴 は
る

夏 か 

北
部
中
二
年 

カ
ブ
ト
ム
シ
夜
の
林
を
飛
び
回
る 

信
安
颯
太 

宇
佐
中
二
年 

雨
上
が
り
宝
石
の
よ
う
夏
野
菜 

波
多
野
桃
花 

駅
川
中
一
年 

向
日
葵
を
燃
や
す
子
供
は
涙
目
で 

堀 

貴
博 

駅
川
中
三
年 

受
験
生
に
駅
一
つ
ず
つ
近
づ
き
ぬ 

本
多 

輝 き
ら 

宇
佐
中
三
年 

ヒ
グ
ラ
シ
や
何
が
そ
ん
な
に
悲
し
い
か 

前
原
春
音

は

る

の 

東
中
津
中
三
年
（
中
津
市
） 

金
木
犀
香
る
道
へ
と
遠
回
り 

増
山
実 み

桜 お 

朝
日
中
三
年
（
別
府
市
） 

先
輩
と
並
ん
で
走
っ
た
夏
の
昼 

村
上
美 み

藍 ら
ん 

日
出
中
一
年
（
日
出
町
） 

水
彩
で
描
く
青
空
夏
の
色 

山
香
美
月 

宇
佐
中
二
年 

炎
天
に
乗
っ
た
自
転
車
磨
く
夜 

吉
井
咲
喜

さ

き 

佐
野
中
三
年
（
高
崎
市
） 

帰
省
し
て
祖
父
母
と
作
る
夕
ご
飯 

吉
田
歩
美 

宇
佐
中
一
年 
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【
一
般
の
部
・
佳
作
】
百
四
十
六
句 

 

鉄
棒
に
下
が
る
子
の
影
原
爆
忌 

 

相
川
正
敏 

 

佐
世
保
市 

去
来
墓
や
は
り
小
さ
き
秋
一
つ 

 

青
木
篤
子 

 

直
方
市 

夏
燕
己
の
影
を
啄
め
り 

 
 

安
藝
達
也 

 

鳴
門
市 

初
写
真
自
分
の
知
ら
ぬ
吾
の
姿 

 

秋
山
与
志
子 

上
田
市 

夏
の
月
こ
の
人
に
な
ら
話
そ
う
と 

 

芦
田
晋
作 

 

渋
谷
区 

波
音
に
嬰
眠
ら
せ
て
夏
座
敷 

 
 

麻
生 

明 
 

横
浜
市 

緋
目
高
や
お
手
玉
習
ふ
女
の
子 

 

有
川
絹
江 

 

西
海
市 

時
計
な
き
腕
の
涼
し
さ
野
良
着
干
す 

 
飯
田
勢
津
子 

上
毛
町
（
福
岡
） 

ビ
オ
ロ
ン
や
心
の
ひ
だ
に
立
つ
野
分 

 

飯
野
啓
子 

 

直
方
市 

胡
瓜
揉
む
杞
憂
に
終
は
る
こ
と
多
し 
 

池
田
す
み
子 
福
岡
市 

炎
天
下
校
歌
を
歌
う
泣
き
な
が
ら 

 

池
谷
勝
利 

 

浜
松
市 

蝉
時
雨
生
涯
か
け
る
思
い
か
な 

 

石
井
綺
乃 

 

松
戸
市
（
高
校
） 

月
代
や
母
の
真
珠
の
耳
飾
り 

 
 

石
井
彩
音 

か
す
み
が
う
ら
市 

新
涼
や
縁
台
将
棋
の
千
日
手 

 
 

石
井
秀
一 

 

大
田
区 

水
兵
で
終
え
た
青
春
終
戦
忌 

 
 

石
川 

昇 
 

世
田
谷
区 

俳
画
展
秋
に
個
展
を
銀
座
に
て 

 

石
川
正
尚 

 

江
戸
川
区 

黙
祷
し
打
揚
花
火
の
始
ま
り
ぬ 

 

市
川 

円 
 

宇
佐
市 

  

啞
蝉
よ
何
も
叫
ば
ぬ
不
登
校 

 
 

今
戸
京
子 

 

宇
佐
市 

教
科
書
の
匂
ひ
酸
っ
ぱ
し
暮
の
秋 

 

今
林
義
和 

 

宗
像
市 

夕
風
や
鬼
灯
市
の
灯
の
揺
れ
る 

 

岩
崎
和
男 

 

太
田
市 

漆
黒
の
大
黒
柱
淑
気
満
つ 

 
 

岩
田
か
よ 

 

高
松
市 

人
差
指
蟻
の
速
さ
に
追
ひ
つ
か
ぬ 

 

岩
本
文
子 

 

津
久
見
市 

山
の
湯
に
今
年
初
め
の
秋
あ
か
ね 

 

上
田
俊
朗 

 

小
松
市 

ブ
ラ
ー
ム
ス
流
る
る
牛
舎
冬
に
入
る 

 

請
関
邦
俊 

 

飯
能
市 

応
援
の
長
き
笛
の
音
雲
の
峰 

 
 

独
活
山
強
実 

添
田
町
（
福
岡
） 

誰
一
人
降
り
ぬ
駅
あ
り
横
光
忌 

 

浦
城
亮
祐 

 

奈
良
市 

湯
気
立
て
て
海
辺
の
子
ら
の
寒
稽
古 

 

浦
田
穂
積 

 

唐
津
市 

紅
残
る
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
や
ク
リ
ス
マ
ス  

大
久
保
な
ほ
子 

中
野
区 

炎
天
や
立
つ
て
搔
き
込
む
茶
漬
飯 

 

尾
形 

忍 
 

上
毛
町
（
福
岡
） 

薄
氷
の
ゆ
る
び
て
岸
を
離
れ
け
り 

 

尾
形
聡
子 

 

上
毛
町
（
福
岡
） 

空
蝉
や
巨
木
の
蔭
の
石
仏 

 
 

小
川
恵
子 

 

上
毛
町
（
福
岡
） 

悪
し
き
日
も
良
き
日
も
あ
り
て
髪
洗
ふ  

小
河
旬
文 

 

大
府
市 

母
宛
の
文
露
け
し
や
特
攻
兵 

 
 

奥
野
律
子 

 

宇
佐
市 

研
ぎ
汁
の
濁
り
八
月
十
五
日 

 
 

押
見
げ
ば
げ
ば 

和
泉
市 
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鴈
風
呂
の
薪
が
一
本
爆
ぜ
に
け
り 

 

小
田
隆
治 

 

上
山
市 

開
拓
史
刻
む
石
碑
や
豊
の
秋 

 
 

小
野
澄
子 

 

上
毛
町
（
福
岡
） 

仏
桑
花
珊
瑚
に
混
ざ
る
兵
の
骨 

 

小
野
千
代
実 

大
分
市 

朝
顔
を
咲
か
せ
老
妓
の
気
慰
み 

 

小
野
智
輔 

 

大
分
市 

大
勢
の
中
の
ひ
と
り
や
星
の
秋 

 

折
田
祐
美
子 

滑
川
市 

霜
の
朝
片
足
で
立
つ
鷺
細
し 

 
 

恩
田
秀
子 

 

宇
佐
市 

パ
ス
テ
ル
は
ミ
ュ
ー
ズ
の
指
骨
秋
う
ら
ら 

花
月
大
師 

 

板
橋
区 

魂
の
遅
れ
て
戻
る
昼
寝
覚 

 
 

景
山
典
子 

 

さ
ぬ
き
市 

防
空
壕
今
は
南
瓜
の
座
す
所 

 
 

河
野
二
三
華 

宇
佐
市 

口
笛
は
鳴
ら
ず
草
笛
吹
き
鳴
ら
す 

 
河
野
洋
子 

 

中
津
市 

独
り
居
の
夕
餉
短
か
し
冷
奴 

 
 

木
下
テ
ル
子 

上
毛
町
（
福
岡
） 

め
ま
と
ひ
を
払
ふ
か
く
れ
ん
ぼ
う
の
鬼 
 

木
村
隆
夫 

 
さ
い
た
ま
市 

暗
渠
よ
り
泥
鰌
一
匹
顔
を
出
し 

 

木
村
優
芽 

 

八
尾
市 

秋
茜
山
か
ら
の
風
受
け
て
舞
う 

 

草
道
久
幸 

 

摂
津
市 

掻
き
揚
ぐ
る
沼
の
し
た
た
り
蜆
舟 

 

久
信
田
文
夫 

水
戸
市 

筍
掘
る
愚
直
な
父
の
鍬
の
技 

 
 

楠
本
良
子 

 

西
海
市 

干
柿
や
小
学
校
に
映
画
来
て 

 
 

黒
木
成
剛 

 

龍
ヶ
崎
市 

出
張
の
子
や
ポ
ケ
ッ
ト
の
サ
ン
グ
ラ
ス 

 

香
西
富
美
子 

高
松
市 

重
た
げ
な
通
学
鞄
小
鳥
来
る 

 
 

紅
紫
あ
や
め 

犬
山
市 

母
さ
ん
を
待
ち
ゐ
る
窓
や
冬
の
雨 

 

古
賀
由
美
子 

唐
津
市 

マ
ス
ク
で
は
隠
せ
ぬ
想
い
と
ラ
ム
ネ
瓶  

古
椎
琉
花 

 

宇
佐
市
（
高
校
） 

死
者
生
者
闇
ほ
ど
か
れ
し
盆
踊
り 

 

古
寺
周
一 

 

宇
佐
市 

紛
争
の
地
に
虹
見
ゆ
る
雨
上
が
り 

 

後
藤
明
彦 

 

宇
佐
市 

誘
蛾
灯
不
良
少
年
だ
っ
た
頃 

 
 

後
藤
亮
介 

 

宇
佐
市 

夜
に
し
か
会
え
な
い
人
や
星
朧 

 

後
藤
る
り
子 

宇
佐
市 

天
高
し
風
車
の
上
に
作
業
員 

 
 

小
林
陸
人 

 

坂
井
市 

サ
ッ
ク
ス
の
音
聴
こ
え
さ
う
ア
マ
リ
リ
ス 

小
原
信
之 

 

宇
佐
市 

噴
水
へ
わ
ん
ぱ
く
小
僧
放
ち
け
り 

 

斉
藤
浩
美 

 

東
海
市 

訃
に
急
ぐ
車
窓
に
白
き
夏
の
月 

 

佐
々
木
里
枝 

宇
佐
市 

灯
を
消
せ
ば
女
人
高
野
に
月
上
る 

 

佐
野
良
彦 

 

横
浜
市 

清
流
に
蛍
と
出
会
い
母
思
う 

 
 

繁
田
政
春 

 

江
東
区 

遊
ぼ
う
よ
座
敷
童
が
呼
ぶ
蜻
蛉 

 

首
藤
加
代 

 

大
分
市 

錆
び
し
ス
ト
ー
ブ
や
上
り
の
汽
車
を
待
つ 

新
濃 

健 
 

東
久
留
米
市 

自
在
鉤
し
づ
ま
る
山
家
冷
し
汁 

 

末
久
正
子 

 

上
毛
町
（
福
岡
） 

独
り
立
つ
向
日
葵
の
下
我
も
立
ち 

 

菅
尾
雅
江 

 

沼
津
市 

卒
業
式
ス
チ
ー
ル
椅
子
の
硬
さ
か
な 

 

鈴
木
英
晴 

 

練
馬
区 

花
冷
の
こ
と
に
水
上
警
察
署 

 
 

涼
野
海
音 

 

高
松
市 

教
科
書
と
ノ
ー
ト
の
枕
昼
寝
か
な 

 

須
藤
進
乃
助 

熊
本
市 
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イ
ニ
シ
ャ
ル
の
縫
い
か
け
し
ま
ま
別
れ
霜 

須
山
恵
美 

 

横
須
賀
市 

狗
尾
草
持
ち
て
バ
ス
待
つ
園
児
か
な 

 

高
田
正
世 

 

西
海
市 

八
月
の
重
さ
を
背
負
い
鍬
背
負
い 

 

高
橋
和
美 

 

豊
後
高
田
市 

竹
と
ん
ぼ
放
つ
蒼
空
広
島
忌 

 
 

竹
浪
誠
也 

 

鶴
田
町
（
青
森
） 

父
の
日
の
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
の
厚
み 

 

田
嶋
恵
子 

 

大
分
市 

夏
の
川
き
ら
き
ら
光
る
友
の
顔 

 

田
中
暁
也 

 

松
戸
市
（
高
校
） 

春
風
に
押
さ
れ
て
前
へ
歩
み
け
り 

 

田
中
英
俊 

 

宇
佐
市 

滝
行
の
遍
路
の
杖
を
守
る
子
や 

 

谷
本
良
裕 

 

小
松
島
市 

黄
昏
の
天
命
纏
ひ
蝉
時
雨 

 
 

田
上
智
佳
士 

熊
本
市 

鰯
雲
マ
ー
ブ
ル
模
様
の
譜
面
台 

 
田
村
杏
珠 

 

川
崎
市
（
高
校
） 

山
小
屋
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
星
月
夜 

 

田
村
鈴
代 

 

米
子
市 

ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
神
に
深
々
一
礼
す 
 

田
村
直
美 

 
横
浜
市 

塾
内
に
響
き
渡
る
は
花
火
の
音 

 

挺
屋
萌
衣 

 

松
戸
市
（
高
校
） 

松
過
ぎ
て
養
老
院
に
戻
り
け
り 

 

塚
本
治
彦 

 

茅
ヶ
崎
市 

花
火
咲
く
儚
い
時
に
祖
父
悼
む 

 

辻
香
名
美 

 

豊
川
市 

若
葉
し
て
小
さ
く
見
え
し
山
の
寺 

 

筒
井
徳
子 

 

上
毛
町
（
福
岡
） 

打
ち
水
に
横
顔
見
せ
る
黒
揚
羽 

 

角
森
玲
子 

 

安
来
市 

八
月
や
止
つ
た
ま
ま
の
掛
時
計 

 

靍
田
紀
子 

 

宇
佐
市 

秋
涼
や
般
若
心
経
あ
ぐ
る
朝 

 
 

弦
田
満
明 

 

宇
佐
市 

雑
嚢
の
背
に
鳴
る
小
鈴
徒
遍
路 

 

霍
野
廣
由 

 

上
毛
町
（
福
岡
） 

友
を
ま
だ
仏
と
言
へ
ぬ
秋
彼
岸 

 

遠
見
百
合
子 

津
久
見
市 

母
の
言
ふ
寝
る
は
極
楽
ね
こ
じ
ゃ
ら
し  

時
枝
則
子 

 

宇
佐
市 

艦
沈
む
月
光
の
瀬
戸
老
い
独
り 

 

徳
永
康
人 

 

橋
本
市 

も
う
逢
へ
ぬ
予
感
に
た
た
む
白
日
傘 

 

冨
田
湖
人 

 

津
久
見
市 

星
冴
ゆ
る
鎮
魂
曲
の
リ
フ
レ
イ
ン 

 

中
川
和
美 

 

宇
治
市 

ほ
う
た
る
を
追
へ
ば
止
ま
り
し
父
母
の
墓 

中
川
靖
子 

 

東
大
阪
市 

潮
風
や
古
民
家
続
く
遍
路
道 

 
 

中
川
雄
策 

大
磯
町
（
神
奈
川
） 

夕
凪
の
海
月
が
揺
れ
る
一
人
旅 

 

中
崎 

滉 
 

糸
満
市 

河
鹿
笛
負
け
じ
と
高
き
子
ら
の
声 

 

永
野
琢
也 

 

宇
佐
市 

相
槌
を
打
つ
幼
子
や
風
涼
し 

 
 

永
野
ひ
と
み 

北
九
州
市 

風
鈴
の
変
は
ら
ぬ
響
き
父
の
影 

 

永
松
市
夫 

 

宇
佐
市 

地
虫
鳴
く
万
年
橋
の
要
石 

 
 

中
村
喜
久
子 

大
分
市 

迫
り
来
る
空
の
青
さ
や
曼
珠
沙
華 

 

中
山
恵
美
子 

上
毛
町
（
福
岡
） 

今
宵
又
オ
シ
ロ
イ
花
の
夜
の
宴 

 

西
本
日
登
美 

上
天
草
市 

ゆ
ら
ゆ
ら
と
夏
蝶
の
影
奥
の
院 

 

野
上 

卓 
 

世
田
谷
区 

診
察
を
待
つ
間
じ
ゃ
ん
け
ん
咳
の
子
ら  

野
口
成
人 

 

長
浜
市 

白
檀
の
扇
子
小
さ
く
な
り
て
秋 

 

土
師
康
生 

 

岡
山
市 

自
習
室
遠
く
聞
こ
え
る
セ
ミ
の
声 

 

長
谷
恋
菜 

 

松
戸
市
（
高
校
） 
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百
人
の
子
等
の
弁
当
箱
や
春 

 
 

畑 

利
一 

 

京
都
市 

街
の
子
と
呼
ば
れ
す
か
ん
ぽ
噛
ん
で
み
る 

羽
野
泰
子 

 

大
分
市 

秋
風
の
風
土
記
の
丘
の
鎮
魂
歌 

 

馬
場
美
江 

 

別
府
市 

跡
継
ぎ
の
忍
の
一
字
や
稲
を
刈
る 

 

葉
山
髙
弘 

 

八
代
市 

洗
濯
の
鋏
の
折
れ
る
炎
暑
か
な 

 

伴
田 

聡 
 

北
方
町
（
岐
阜
） 

白
菊
や
遺
影
に
語
る
今
日
も
又 

 

樋
口
通
子 

 

宇
佐
市 

百
歳
が
句
会
の
要
天
高
し 

 
 

樋
田
征
子 

 

宇
佐
市 

ラ
ム
ネ
鳴
る
湯
上
が
り
の
人
手
に
取
る
宵 

平
野
蓮
妃 

 

北
九
州
市 

冬
銀
河
少
年
の
日
の
風
呂
帰
り 

 

深
町 

明 
 

朝
倉
市 

陽
炎
や
地
面
に
描
く
島
の
地
図 

 
藤
目
ひ
と
み 

高
松
市 

口
開
け
て
こ
ぼ
れ
ん
ば
か
り
燕
の
子 

 

藤
本
正
吾 

 

上
毛
町
（
福
岡
） 

風
に
揺
れ
そ
の
名
を
揺
ら
す
姫
女
苑 
 

二
村
久
美
子 
津
久
見
市 

初
恵
比
須
日
が
沈
む
ま
で
子
で
ゐ
た
き 

 

穂
刈
真
泉 

 

安
曇
野
市 

口
喧
嘩
し
て
も
湯
た
ん
ぽ
入
れ
る
妻 

 

穂
苅 

敏 
 

札
幌
市 

朝
市
の
夏
め
く
周
防
灘
の
風 

 
 

堀 
 

卓 
 

松
戸
市 

父
の
て
の
ひ
ら
節
だ
ら
け
盆
供
養 

 

堀
ノ
内
和
夫 

奈
良
市 

湯
上
り
の
窓
に
置
か
れ
し
月
凉
し 

 

本
多
加
代
子 

宇
佐
市 

鈴
虫
が
休
め
ば
す
ぐ
に
風
呂
も
湧
く 

 

本
間
滋
之 

 

那
須
烏
山
市 

ひ
と
か
け
の
骨
、
綬
、
Ｚ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ 

敗
戦
忌 

増
永
の
の
か 

北
九
州
市 

砂
浜
に
お
か
れ
し
西
瓜
海
光
る 

 

松
下
弘
子 

 

伊
佐
市 

水
切
り
の
石
が
よ
く
飛
ぶ
敗
戦
忌 

 

松
本
公
節 

 

宇
佐
市 

首
巻
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
気
の
迷
い 

 

松
本
俊
彦 

 

京
都
市 

ゆ
つ
く
り
と
老
い
て
ゆ
く
か
な
黒
葡
萄  

松
本
己
代
子 

中
津
市 

龍
昇
る
ご
と
左
義
長
の
大
煙 

 
 

宮
野
和
子 

 

上
毛
町
（
福
岡
） 

通
し
土
間
抜
け
て
子
燕
戻
り
け
り 

 

矢
川
美
枝
子 

大
分
市 

一
日
の
楽
し
み
語
る
蚊
帳
の
中 

 

矢
川
満
信 

 

大
分
市 

命
懸
け
一
鍬
入
れ
る
炎
暑
か
な 

 

薬
師
寺
武
信 

津
久
見
市 

水
音
の
玲
瓏
と
し
て
冬
に
入
る 

 

安
田
功
二 

 

北
区
（
東
京
） 

か
な
か
な
の
記
憶
瑠
璃
色
セ
ピ
ア
色 

 

安
田
寛
子 

 

直
方
市 

麦
の
秋
掩
体
壕
の
残
る
町 

 
 

矢
野
安
鎮 

 

大
分
市 

短
夜
や
グ
ラ
フ
で
埋
め
し
方
眼
紙 

 

山
下
奈
美 

 

静
岡
市 

関
東
炊
あ
た
た
む
宵
の
口
喧
嘩 

 

山
島
美
紀 

 

伊
賀
市 

無
縁
墓
に
検
校
の
位
よ
秋
の
草 

 

山
本
裕
之 

 

大
阪
市 

張
り
替
へ
る
ギ
タ
ー
の
弦
や
秋
間
近 

 

吉
野
佳
子 

 

八
代
市 

闇
市
に
救
わ
れ
父
の
敗
戦
忌 

 
 

米
持
知
子 

 

宇
佐
市 

道
草
を
と
う
に
忘
れ
て
蟻
の
列 

 

鷲
津
誠
次 

 

可
児
市 
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【
中
学
生
以
下
の
部
・
佳
作
（
小
学
生
）】
二
十
五
句 

 
に
が
う
り
の
は
っ
ぱ
の
カ
ー
テ
ン
青
々
と 

阿
部
英
明 

聖
ド
ミ
ニ
コ
学
院
小
五
年
（
仙
台
） 

お
ぼ
ん
の
日
く
ら
い
所
で
き
も
だ
め
し 

池
田
裕
亮 

西
馬
城
小
三
年 

雪
と
け
て
春
い
っ
ぱ
い
の
花
ば
た
け 

今
永
れ
な 

横
山
小
三
年 

買
い
物
の
か
ご
重
く
な
る
秋
う
ら
ら 

太
田 

慈 

一
燈
園
小
四
年
（
大
津
） 

桜
の
木
新
入
生
を
待
っ
て
い
る 

辛
島
光
亮 

和
間
小
六
年 

い
ち
ご
あ
め
夏
の
思
い
出
友
達
と 

上
原
夢
叶 

深
見
小
五
年 

手
の
中
に
た
ね
が
い
っ
ぱ
い
ね
こ
じ
ゃ
ら
し 

菊
池
玲
志 

大
在
小
二
年
（
大
分
） 

あ
あ
は
や
い
も
う
し
ぼ
む
の
か
ツ
ユ
ク
サ
が 

キ
ム
一
晏 

豊
川
小
五
年 

く
り
の
木
は
こ
ろ
こ
ろ
お
ち
る
そ
と
の
み
ち 

木
許
玲
夢 

木
立
小
六
年
（
佐
伯
） 

ぼ
ん
お
ど
り
う
ち
わ
な
く
し
た
大
ピ
ン
チ 
清
末
啓
介 

柳
ヶ
浦
小
五
年 

プ
ー
ル
掃
除
滑
っ
た
後
の
服
絞
る 

黒
川
元
香 
深
水
小
五
年
（
中
津
） 

松
の
木
で
あ
つ
い
と
せ
み
が
鳴
い
て
い
る 

高
坂
和
祈 

院
内
北
部
小
三
年 

れ
い
ぞ
う
庫
お
ば
け
す
ス
イ
カ
が
い
ば
っ
て
る 

古
寺
愛
架 

高
家
小
四
年 

春
の
下
校
四
つ
葉
見
つ
け
る
六
年
生 

佐
藤
由
奈 

天
津
小
六
年 

ナ
ガ
サ
キ
の
平
和
公
園
炎
天
下 

新
開
実
結 

八
幡
小
五
年 

草
野
球
ボ
ー
ル
と
蜻
蛉
攪
乱
し 

千
秋
玲
王 

長
洲
小
六
年 

な
つ
や
す
み
な
に
を
し
よ
う
か
ま
よ
う
き
み 

中
村
菜
花 

安
心
院
小
五
年 

家
の
ね
こ
ろ
う
か
で
ね
て
る
す
ず
し
そ
う 

比
嘉
万
莉
奈 

宇
佐
小
五
年 

さ
く
ら
も
ち
白
い
皿
に
咲
い
た
よ
う 

檜
本 

音 

高
家
小
六
年 

あ
せ
だ
く
で
や
っ
と
見
つ
け
た
カ
ブ
ト
ム
シ 

古
川
朝
陽 

四
日
市
南
小
四
年 

な
つ
の
く
も
シ
ロ
ッ
プ
か
け
て
た
べ
た
い
な 

古
川
千
遥 

四
日
市
南
小
二
年 

ぶ
ら
ん
こ
に
乗
っ
た
友
達
飛
ん
で
ゆ
く 

松
本
未
緒 

大
在
小
六
年
（
大
分
） 

ふ
う
り
ん
の
お
と
に
さ
そ
わ
れ
祖
母
の
い
え 

山
香
光
央 

宇
佐
小
五
年 

夏
氷
み
ん
な
で
食
べ
る
笑
い
声 

山
本
陸
斗 

深
水
小
五
年
（
中
津
） 

夏
が
き
た
せ
ん
ぷ
う
き
に
声
か
け
る 

渡
邉
篤
人 

糸
口
小
四
年 

【
中
学
生
以
下
の
部
・
佳
作
（
中
学
生
）】
二
十
五
句 

 

部
屋
の
中
サ
イ
ダ
ー
光
る
夏
が
来
る 

池
部
琴
葉 

今
津
中
三
年
（
中
津
） 

赤
ト
ン
ボ
夕
暮
れ
時
は
ま
っ
か
っ
か 

井
上 

羚 

朝
日
中
三
年
（
別
府
） 

夏
休
み
あ
し
た
や
ろ
う
は
馬
鹿
や
ろ
う 

岩
田
義
仁 

今
津
中
二
年
（
中
津
） 

ラ
ン
ニ
ン
グ
背
中
を
押
す
夏
の
風 

小
川
実
紗 

今
津
中
三
年
（
中
津
） 

戦
時
中
米
一
つ
ぶ
も
宝
物 

小
野
馨
太
朗 

日
出
中
一
年
（
日
出
） 

炎
天
下
麦
茶
が
体
に
し
み
わ
た
る 

楫
湊
太
朗 

日
出
中
一
年
（
日
出
） 

花
火
見
て
私
の
散
っ
た
夏
休
み 

北 

規
人 

今
津
中
二
年
（
中
津
） 

犬
威
嚇
視
線
の
先
に
は
青
蛙 

高
砂
光
希 

今
津
中
三
年
（
中
津
） 

ホ
ー
ム
ラ
ン
打
た
れ
て
終
わ
る
俺
の
夏 

髙
橋
啓
汰 

今
津
中
三
年
（
中
津
） 

金
メ
ダ
ル
夢
の
舞
台
で
走
る
夏 

田
嶋
舞
香 

宇
佐
中
二
年 

炎
天
下
意
識
と
ぶ
ほ
ど
サ
ー
ブ
打
つ 

但
馬
隆
斗 

日
出
中
一
年
（
日
出
） 

戦
争
は
人
が
亡
く
な
り
名
は
残
る 

田
邉
志
帆 

日
出
中
一
年
（
日
出
） 

暗
い
夜
花
火
の
光
で
花
火
見
る 

田
畑
美
月 

北
部
中
三
年 

炎
天
下
い
つ
も
の
帰
路
が
地
獄
道 

辻 

輝
希 

今
津
中
三
年
（
中
津
） 

寒
い
冬
サ
ン
タ
さ
ん
は
も
う
来
な
い 

寺
越
利
生 

駅
川
中
二
年 

夏
ま
つ
り
キ
ミ
へ
の
思
い
花
火
に
消
え
ゆ
く 

中 

星
菜 

今
津
中
三
年
（
中
津
） 

プ
ー
ル
行
き
魚
に
な
り
き
る
六
時
間 

長
田
あ
か
り 

今
津
中
三
年
（
中
津
） 

セ
ミ
の
歌
タ
ク
ト
を
お
ろ
し
夏
終
わ
る 

長
野
宗
介 

朝
日
中
三
年
（
別
府
） 

夏
祭
り
大
空
に
咲
く
笑
顔
か
な 

長
野
佑
城 

大
分
中
学
三
年
（
大
分
） 

ふ
さ
げ
な
い
一
度
開
い
た
心
の
傷 

房
﨑
恵
都 

日
出
中
一
年
（
日
出
） 

お
別
れ
だ
桜
の
花
が
咲
く
と
き
は 

藤
石
梨
央
奈 

東
中
津
中
三
年
（
中
津
） 

練
習
あ
と
疲
れ
た
体
に
か
き
氷 

藤
川
心
優 

今
津
中
三
年
（
中
津
） 

夏
め
く
日
貴
方
と
歩
く
海
の
端 

宮
野
愛
海 

安
心
院
中
二
年 

宿
題
の
山
に
お
ぼ
れ
る
夏
休
み 

元
永
秀
美 

宇
佐
中
一
年 

友
と
見
た
夏
の
夜
空
に
光
る
花 

薬
師
寺
咲
羽 

日
出
中
一
年
（
日
出
） 



 

第２５回「横光利一俳句大会」表彰式当日句入選作品（令和５年 12 月 9 日） 

野
中
亮
介
・
選 

 

【
特
選
】
五
句 

 
冬
ざ
れ
や
鍋
い
っ
ぱ
い
の
う
ど
ん
出
汁 

 

米
持
知
子
（
宇
佐
市
） 

独
り
身
の
多
し
紫
式
部
の
実 

 
 

 
 

 

神
田
友
恵
（
津
久
見
市
） 

冬
紅
葉
渡
船
に
通
ふ
散
髪
屋 

 
 

 
 

 

延
寿
寺
富
美
（
北
九
州
市
） 

晩
酌
は
発
熱
の
子
と
玉
子
酒 

 
 

 
 

 

井
上
寿
子
（
直
方
市
） 

十
二
月
八
日
正
座
の
膝
が
し
ら 

 
 

 
 

岩
橋
玲
子
（
久
留
米
市
） 

 

【
秀
作
】
五
句 

 

忘
れ
た
る
こ
と
を
忘
る
る
枇
杷
の
花 

 
 

 
押
谷 

隆
（
別
府
市
） 

声
変
り
せ
し
も
せ
ざ
る
も
亥
の
子
唄 

 
 

 
 

平
田
は
つ
み
（
杵
築
市
） 

チ
ェ
ン
バ
ロ
の
和
音
弾
け
て
冬
の
星 

 
 

 
 

羽
野
泰
子
（
大
分
市
） 

炭
足
し
て
し
か
と
聞
き
置
く
戦
火
か
な 

 
 

 

岩
波
千
代
美
（
大
分
市
） 

ち
ち
は
は
の
墓
に
茶
の
花
零
れ
継
ぐ 

 
 

  
 

富
尾
和
惠
（
別
府
市
） 
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